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ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ス
マ
ス

は
、11
月
の
第
４
木
曜
日
の「
サ

ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
」
と
い

う
感
謝
祭
の
日
の
後
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
日
は
ブ
ラ
ッ
ク

フ
ラ
イ
デ
ー
と
呼
ば
れ
、
多
く

の
人
は
仕
事
が
休
み
で
、
お
店

で
は
1
年
間
の
最
大
安
売
り
が

行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
家
庭
で

は
、
お
母
さ
ん
は
ク
リ
ス
マ
ス

の
買
い
物
に
出
か
け
、
お
父
さ

ん
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
電

球
を
家
の
外
に
付
け
る
こ
と
で

忙
し
く
な
り
ま
す
。

　

日
本
で
も
、
冬
に
な
る
と
あ

ち
こ
ち
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
見
か
け
ま
す
ね
。
特
に
大
き

な
都
市
の
商
店
街
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
有
名
だ
と
思
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
都
市

の
中
心
よ
り
も
、
町
外
れ
の
住

宅
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
素

晴
ら
し
い
で
す
。
日
本
の
ク
リ

ス
マ
ス
は
、
恋
人
と
過
ご
す
日

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
欧
米
で

は
、
家
族
と
過
ご
す
祭
日
な
の

で
す
。
私
は
子
供
の
頃
、
ク
リ

ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
家
族
で
よ
く
見
に
行
き
ま
し

た
。
家
族
全
員
で
1
台
の
車
に

乗
っ
て
、
キ
ラ
キ
ラ
に
光
っ
て

い
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見

な
が
ら
近
所
を
回
っ
た
こ
と
が

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

初
め
て
来
日
し
た
後
、
懐
か

し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
日

本
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
自
分

の
ア
パ
ー
ト
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に

飾
っ
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

日
本
の
ア
パ
ー
ト
は
窓
が
大
き

クリスマスのイルミネーション
Christmas Lights

※このスペースは有料広告です。詳しくは、秘書広報課（☎ 575-1113）にお問い合わせください。

い
の
で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
光
で
ア
パ
ー
ト
の
室
内
が
ま

ぶ
し
く
て
、
あ
ま
り
眠
れ
な

か
っ
た
の
で
す
。
電
気
代
が
高

く
な
る
し
、
最
近
は
飾
っ
て
い

な
い
の
で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
都
市
の
専
門
家
に
任
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
冬
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

家
族
で
日
本
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
！

（
ト
ニ
ー
）

国際交流員として日々奮闘するシャ
ネンとトニー。市民が身近に英語に
触れることができる環境づくりを目
指し、取り組んでいる内容やアメリ
カの文化についてお伝えします。

Saint Anthony’s Church（聖アンソニーの教会）

★ Revere  Information
姉妹都市リヴィア市の情報をお届けします

　1920 年代、何千人もの

イタリア人移民がリヴィア

市に住んでいました。

　イタリア系移民がさら

に増加し、もともとリヴィア市にあった教会で

は、収容することができなくなりました。新し

い移民者を収容するための新しい場所が必要

だったので、聖アンソニーの教会が建設されま

した。この教会の大きな特徴のひとつは、クリ

ストファー・コロンブスの像です。教会は 1943

年に完成しましたが、いまだこの地域で最大の

建築物のひとつです！（シャネン）
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